
 

 

 

 
2021年８月 24日 

各 位 

会 社 名 ＡＮＡホールディングス株式会社 

代表者名  代表取締役社長 片野坂 真哉 

（コード番号   9 2 0 2 東証第１部） 

問合せ先  グループ総務部長 植野 素明 

（ＴＥＬ . ０３－６７３５－１００１ ） 

 

 

2021年度下期 ＡＮＡグループ航空輸送事業計画の一部変更に関するお知らせ 

 

当社 100%子会社の全日本空輸株式会社において、2021 年度下期のＡＮＡグループ国内線・国際線航

空輸送事業計画の一部を変更いたしましたので、別紙のとおりお知らせいたします。 

 

以 上 
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2021 年度下期 ANA 航空輸送事業計画を一部変更 

 

2021 年度下期（2021 年 10 月 31 日～2022 年 3 月 26 日）の航空輸送事業計画を一部変更いたします。 

今年度、新型コロナウイルスによる影響が継続する中、国内線・国際線における旅客需要の減退に対して減便

や小型化調整による需給適合を推進し、一方で国際貨物の需要活況に対しては、貨物専用便（フレイター）や旅客

機貨物便の積極的な運航を継続するなど、事業計画を臨機応変に修正することで機動的に対応してまいりました。 

今後に向けて、海外においてワクチン接種が一定程度進む中で旅客需要の回復が見られることから、日本国内

でもワクチン接種の進捗状況に応じて旅客需要の回復が進むことが期待されます。今後の需要動向を的確に見極

め、引き続き機動的に対応してまいります。 

年度当初の事業計画から変更となる路線便数等の詳細は以下のとおりです。 

 

■国内線 

需要動向や競争環境等を踏まえ、以下の路線について増便・減便を計画いたします。 

羽田=札幌線や羽田=福岡線の増便、一部路線の季節運航化や期間運航の活用を進めます。需要回復時には

機材大型化や国際線機材も活用した臨時便等で積極的に需要を獲得する一方、需要減退期には減便や小型化を

実施し、引き続き需給適合を図ってまいります。 

中部空港や福岡空港を中心とした北海道・沖縄方面の路線については、路線ごとの客体構成なども踏まえ、レ

ジャー需要に強みを持つ Peach による就航・増便を予定し、グループネットワークの最適化を図ってまいります。 

新型コロナウイルス影響への対応については、引き続き月次調整にて発表いたします。 

 

（１）増便 

路 線 実施時期 現行 ※1 変更後 備考 

羽田=札幌 10 月 31 日～ 16 往復/日 17 往復/日  

羽田=福岡 10 月 31 日～ 18 往復/日 19 往復/日  

伊丹=沖縄 10 月 31 日～ 4 往復/日 5 往復/日  

 

（２）減便 

路 線 実施時期 現行 ※1 変更後 備考 

羽田=富山 10 月 31 日～ 4 往復/日 3 往復/日  

羽田=広島 10 月 31 日～ 9 往復/日 8 往復/日  

伊丹=松山 10 月 31 日～ 9 往復/日 8 往復/日  

関空=札幌 1 月 5 日～2 月 28 日 4 往復/日 2 往復/日 ※3 

中部=札幌 
10 月 31 日～（下記期間以外） 

5 往復/日 
3 往復/日 

※2 
12 月 24 日～1 月 4 日 4 往復/日 

中部=沖縄 10 月 31 日～ 3 往復/日 2～3 往復/日 ※2※4 

福岡=札幌 10 月 31 日～ 2 往復/日 1 往復/日  

福岡=沖縄 10 月 31 日～ 9 往復/日 7 往復/日 ※2 

福岡=石垣 10 月 31 日～ 1 往復/日 － ※2 

札幌=沖縄 10 月 31 日～ 1 往復/日 0～1 往復/日 ※5 

仙台=札幌 10 月 31 日～ 2 往復/日 1～1.5 往復/日 ※6 

仙台=沖縄 10 月 31 日～ 1 往復/日 0～1 往復/日 ※7 
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 国内線は、一部羽田発着路線の増便や Peach との連携強化によるグループネットワークの最適化を図ると

ともに、ワクチン接種の普及に伴い想定される需要回復に確実に対応し、収益の最大化を図ります。 

 国際線は、各国の出入国規制やワクチンパスポートの普及状況を注視し、機動性を持って柔軟に需要の増

減に対応します。 

 貨物事業は、旺盛な需要の獲得に向け、貨物専用便の就航都市拡大、旅客機を活用した貨物便の積極的

な運航等を通じ、増収を図ります。 



※1 2021 年度事業計画の便数を表しています。新型コロナウイルスの影響に伴う減便等により、実際の運航便数と

は異なる場合がございます 

※2  当該路線では上記 ANA 便の他に、Peach による就航・増便を予定しております 

※3  1 月 25、29、31 日は 3 往復/日、それ以外の日程は 2 往復/日で計画 

※4  11 月 2、7-8、10-15、17、25、28-29、12 月 1-3、7-17、19、21-22、24-31、1 月 1-4、11、13、16-19、21-22、25-

29、2 月 1-3、6-8、10-11、16-21、24、3 月 4-5、7-8、11、14 日は 3 往復/日、それ以外の期間は 2 往復/日で

計画 

※5  11 月 3-5、8-10、12-13、16、19 は 1 往復/日、12 月 7、9 日は 0.5 往復/日で計画 

※6  12 月 1 日は 1.5 往復/日、それ以外の期間は 1 往復/日で計画 

※7  11 月 5、9、13-14、19-20、24-25、30 日、12 月 1-6、8-9、12-13、17 日は 1 往復/日、 

10 月 31 日、11 月 1、4、6、8、10、12、15-16、18、21、23、26-29、12 月 7、10-11、14、16、18、1 月 31 日、 

2 月 1、4-5、15-16、18-19、21-22、25-26 は 0.5 往復/日で計画 

 

■国際線 

お客様に早めにご案内をさせていただく観点などから、需要動向や競争環境等を踏まえ、以下の路線について

運休・減便を計画いたします。 

羽田=ワシントン線、羽田=ヒューストン線の成田発着への変更によるアジア＝北米の接続需要獲得など、旅客・

貨物で便あたりの収入最大化を図るとともに、需要動向に応じて月次調整で復便など柔軟に対応してまいります。 

 

【対象期間】2021 年 10 月 31 日～2022 年 3 月 26 日 

路線 
便名 

(日本発/海外発) 

週間便数 
備考 2020 年度 

当初事業計画 

2021 年度                   

下期事業計画 
羽田=サンノゼ NH120/119 7 往復 - 開設延期 

成田=デュッセルドルフ NH209/210 7 往復 -  

羽田=ストックホルム NH221/222 7 往復 - 開設延期 

羽田=ミラノ NH207/208 7 往復 - 開設延期 

羽田=イスタンブール NH219/220 7 往復 - 開設延期 

羽田=モスクワ NH213/214 7 往復 - 開設延期 

成田=ウラジオストク NH883/884 3 往復 -  

成田=パ－ス NH881/882 7 往復 -  

成田=チェンナイ NH825/826 3 往復 -  

羽田=バンコク 

NH849/848 7 往復 0～7 往復  

NH877/878 7 往復 -  

NH847/850 7 往復 7 往復  

成田=プノンペン NH817/818 7 往復 -  

羽田=シンガポール 
NH841/844 7 往復 2～7 往復  

NH843/842 7 往復 -  

関西=香港 NH873/874 7 往復 -  

成田=台北(桃園) NH823/824 7 往復 -  

 

 

■貨物専用便 

需要動向や競争環境等を踏まえ、貨物専用便については以下の通り運航を計画いたします。 

B767 フレイターは、7 月から運航している北京路線を継続します。また、B777 フレイターは、新たに香港、台北、

青島への臨時便投入を実施します。大型フレイターの就航地拡大により、大型貨物輸送などの顧客需要を獲得す

るとともに、当初計画以上のフレイター臨時便・チャーター便、旅客機を活用した貨物便を積極的に設定し、柔軟に

市場動向に適応してまいります。 

 

【対象期間】2021 年 10 月 31 日～2022 年 3 月 26 日 

路線 
便名 

(日本発/海外発) 

週間便数 
運航予定機材 

現行 ※1 変更後 

成田=シカゴ NH8402/8401 5 往復 6 往復 ボーイング 777 型フレイター 

成田=フランクフルト NH8405/8406 2 往復 2 往復 ボーイング 777 型フレイター 

成田=バンコク NH8507/8510 7 往復 7 往復 ボーイング 767 型フレイター 



成田=シンガポール NH8411/8412 5 往復 6 往復 ボーイング 767 型フレイター 

成田=香港 
NH8511/8512 6 往復 6 往復 ボーイング 767 型フレイター 

NH8513/8514 1 往復 1 往復 ボーイング 767 型フレイター 

成田=台北 NH8441/8442 7 往復 6 往復 ボーイング 767 型フレイター 

成田=ソウル NH8475/8476 6 往復 6 往復 ボーイング 767 型フレイター 

成田=北京 NH8527/8528 - 2 往復 ボーイング 767 型フレイター 

成田=大連 NH8501/8502 - 5 往復 ボーイング 767 型フレイター 

成田=上海 

NH8431/8432 
3 往復 4 往復 ボーイング 777 型フレイター 

2 往復 3 往復 ボーイング 767 型フレイター 

NH8517/8518 
1 往復 - ボーイング 777 型フレイター 

5 往復 6 往復 ボーイング 767 型フレイター 

NH8403/8404 4 往復 - ボーイング 767 型フレイター 

NH8433/8434 - 5 往復 ボーイング 767 型フレイター 

成田=青島 NH8427/8506 4 往復 6 往復 ボーイング 767 型フレイター 

成田=厦門 NH8515/8516 4 往復 7 往復 ボーイング 767 型フレイター 

成田=広州 NH8489/8490 6 往復 6 往復 ボーイング 767 型フレイター 

※1 2021 年度事業計画の便数を表しています。実際の運航便数とは異なる場合がございます 

 

※上表に加えて月次調整にて臨時便・チャーター便を随時設定予定（香港、台北、青島への B777 フレイター投入含

む）  

 

以 上 
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